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   Twenty-three cases of primary hyperparathyroidism were experienced at Wakayama Medical 
College Hospital and affiliated hospitals between January, 1969 and December 1985. Histopath-
ological findings were adenoma in 22 cases, hyperplasia in 1 case. On the clinical diagnosis of this 
disease, the most sensitive laboratory test was serum calcium level, which was elevated in 21 pa-
tients (91%), and in 87.8% of all samples measured. Serum ionized calcium and phosphorus were 
also sensitive measures. The positive rate of serum PTH was 67% in 18 cases. 201T1-chloride scinti-
graphy identified preoperatively the site of the adenomas in 8 out of 10 cases, and computed tomo-
graphy in 10 out of 15 cases. Both methods are non-invasive, and are beneficial for the preoperative 
examination of the localization of parathyroid adenoma. After parathyroidectomy, serum calcium 
and ionized calcium levels recovered rapidly within the normal limit in 12 hours. On the other 
hand, serum phosphorus level increased gradually up to the normal limit in about 1 week. 





























































































































病型,組織診断,摘 出腺重量お よび発生部位を示 し
た.
年齢は17歳より67歳(平均42.9)に分布し,性別
は男性9例,女 性14例で あり,男女比は11,6で あ
った.病 型分類では,尿 路結石を合併した腎型が15
例,他 の疾患で来院 し,ルーチンに行なわれる血液化


























Table2.生化 学 的 検査 成 績.
症例 、、 繋

































































































































量が高値で あった ものは18例中4例(22%)で あっ































Fig.1.血 清Ca,Ca++お よびP値 の 分 布.
xで の 目安 と して,血 清Ca値 は5.2mEq/1以上,
Ca++値は2・5mEq!1以上 お よ びP値 は3。Omg/d1
未 満,ま た 尿 中Ca排 泄 量 は200mg/day以上 お よ




















Fig.2.尿 中Caお よびP排 泄 量 の 分 布
森本 ・ほか:原 発性副甲状腺機能充進症























シ ンチ グ ラフ ィー
76Se-selenomethionine
201Tトchloride
超 音 波 検 査
















Fig.3.副甲状 腺 シ ンチ像(症 例18),
Fig.4,頸部CT像(症 例10).
て い る こ とが 確認 され た(Table3).また,Pakら
の報 告 に 準 じ て,4例 で経 口Ca負 荷 テ ス トを 行 な
った 結果,負 荷 前 後 で の 尿 中Ca/Cr比 は,い ず れ も
高 値 を示 した5).
術 前 部 位診 断 の成 績 をTable4に 示 した.zoiTl-
chlorideを用 い た 副 甲状 腺 シ ン チ グ ラフ ィ ー で は ,
10例中8例(80%)と そ の診 断 率 が 最 も良 く,う ち7











併 用 され た.コ ン ビ3タ ー断 層 撮 影(CT)で は15
例 中10例(67%),超 音 波 検 査 で は4例 中2例,お よ
び 血 管造 影 で は2例 中1例 で部 位 診 断 が 可 能 で あ った
'sSe-selenomethionineを用 い た 副 甲状 腺 シ ンチ グ ラ
フ ィーは4例 で施 行 され た が,4例 と も部位 診 断 は な
しえ な か った.
Fig.3は,症 例 ユ8の副 甲状 腺 シ ンチ グ ラフ ィー像
で,手 術時 右 下 に790mgのadenomaを 認 め た も
の で あ る.2。1Tl-chlorideによる シ ンチ 像 で,右 側 に
異 常 集 積 像 を認 め,9触TcO4一に よ る 甲状 腺 シ ンチ像
で は 左右 差 が 明 らか で な い こ とか ら,部 位 診 断 が よ り
確 実 とな った.次 に,Fig.4は 症 例10のCT像 で,
左 下 に4gのadenomaを 認 め た もので あ る.血 管
造 影 に よって 部 位 診 断 しえた 症 例 に つ い て は,既 に 報
告 して い る と こ ろで あ る6).
副 甲状 腺 腫 瘍 摘 出 後 の,血 清Ca,Ca++お よ びP
値 の経 時 的 推 移 を追 跡 しxた もの の 結 果 を,Fig5
に示 した.血 清Caお よびCa++値 は,術 後12時間
で正 常 に 回 復 したが,血 清Ca値 に 比 して,Ca++値
が 先 行 して下 降 す る とい う結 果 は 得 られ なか った.血



































れ,血 清Ca濃 度測定が 日常化されるとともに,種
々の消化器疾患あるいは症状を有するものなど,ある
























































































































(2)術前生化学的諸検査の中 で,血 清Ca値 は,
最も異常値を示す頻度が高 く,各症例の平均値では23
例中21例(91%),および測定された全検体中87.8%
で高値を示 した。ついで,血 清Ca++およびP値 も
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